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一年間本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございました。今年度も残りわずかと

なりました。これまで学習してきたことの振り返りとまとめをしっかり行い、新しい学年に向かっての

充実した日々にしたいと思います。 

 以前、我が子の大学受験に同行した際、新幹線の窓から富士山

を見て、あまりの美しさに思わず携帯で写真を撮りました。私が

高校生の頃、よく先生が「なぜ、富士山が美しい山なのか。それは、

裾野があるから。」とお話していたのを思い出します。「富士山のて

っぺんは、みんなの得意なことです。でも、得意なことだけを積

み重ねても、富士山のような美しい山にはなりません。得意分野

に磨きをかけて、山を高くすることも大切ですが、裾野（苦手な

ことやまだ挑戦していないこと）を広げて、美しい山にしていく

ことも大切なのですよ。」と、先生は言っていました。自分の夢を叶えるためには得意なことを深めるの

は大切ですが、得意なことばかりやっていると視野が狭くなることもあるので、自分の得意以外にも目

を向けて視野を広げていくと、より一層自分を成長させることができると教えてくれたのです。「なぜ、

富士山が美しい山なのか。それは、裾野があるから。」という意味が本当によく分かりました。沼部小の子

供たちには、美しい富士山のようになってほしいと願います。 

そういう意味で、現在アメリカメジャーリーグで大活躍している大谷翔平選手は、まさに富士山のよ

うに見えます。野球以外においてもすべてにおいて一流だからです。沼部小学校には大谷選手からいた

だいたサイン入りのグローブがあり、校長室に飾ってあります。子供たちは使いたいときはいつでも手

に取って触れることができます。あんなにすごい選手でも実は、ある雑誌のインタビューで「でも、本当

は練習したくないんです。毎日、（携帯）ゲームだけして、試合に行ったら打てるというなら、それがいいじゃ

ないですか。」と言っていました。「だけど僕はやらないと打てないので、練習、やりますけどね（笑）」と付

け加えています。大谷選手は“楽しい”より“正しい”ことを選ぶことの大切さを花巻東高校時代に監督（先

生）から教えていただいたそうです。ほかにも大谷選手は運を引き寄せるために、あいさつをする・ゴミ

拾いをする・部屋の掃除をする・道具を大切に扱う・本を読む など、常に心掛けているそうです。山を高

くすることと同時に裾野を広げることを大切にしているのです。 

 

 

 

 

人は３つの『こ』・・・【言葉】、【行動】、【心】が変わ

れば、大きく成長できる と言われています。言葉

と行動はつながっています。良い言葉づかいを 

している人は、良い行動ができるようになります。

行動と心はつながっています。良い行動ができて

いる人は、良い心が育っていきます。 

もうすぐ中学校へ旅立とうしている６年生、１

つ学年が上がる子供たちには、３つの『こ』を意

識しながら、さらに大きく成長していってほしい

と願っています。 
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